
日三月六年八和昭大住相識

綾
繕
縞
欝
奉

読
揃
樵
∴
山
　
村
∴
∴
絵

描
都
棚
綴
柏
鸞
鷲
蒔
遅
鈍
註
郎

r
 
l
蘇
鵠
端
緒
数
瞬

で
四
十
囲
、
小
峯
校
費
の
教
員
住
宅

料
支
給
蕃
増
加
及
生
徒
奨
励
贅
で
二

十
六
回
、
需
用
費
で
四
十
二
回
、
補

習
聾
佼
糞
の
給
料
で
六
十
回
、
地
方

謹
∴
行
∴
所
∴
∴
大
　
住
　
村
　
役
　
場

の
醸
算
に
就
い
て

村
長
一
顧
　
閏
　
亥
　
三
　
駆

本
年
度
の
醸
算
に
就
き
ま
し
て
村
民
各

位
に
三
貴
申
上
げ
て
見
た
い
と
存
じ
㌻

す
○
御
承
知
の
遮
り
醸
箆
は
之
を
一
雷
に
し

て
車
上
ぐ
れ
ぼ
一
合
計
年
度
間
に
於
け

き
ま
し
て
財
政
の
許
す
範
囲
に
計
上
致

さ
ね
ぼ
な
ら
す
と
存
じ
ま
し
て
原
案
を

編
成
し
先
づ
巽
の
原
案
の
内
示
痔
を
開

鵜
露
盤
豊
と
醗
請
託
謹
八
回

最
も
-
深
淵
な
笥
憶
議
が
売
る
の
で
あ
り
一
今
惇
度
の
懐
算
の
内
容
を
壇
上
げ
ま
す
一
今
回
の
兵
制
六
十
週
年
記
念
に
際
し
永

る
収
支
の
見
積
り
で
あ
っ
て
.
村
が
廣

第十五擁
-
M
’
い
り

lり
椅
軸

改
良
費
で
五
十
九
囲
、
樽
染
病
藤
阪

聾
の
需
用
費
で
十
九
闇
、
警
備
費
の

消
防
買
手
雷
で
四
十
一
回
、
耀
災
救

助
資
金
の
積
立
で
六
十
一
/
園
、
基
本

財
靂
績
庚
金
で
百
五
十
二
回
、
昭
和

綱
の
.
家
繋
畿
獲

】
家
よ
り
四
名
以
上
の
兵
役
股
務
着

す
○
樺
井
　
帝
三

岡
本
　
籍
亜

堀
口
　
豊
吉

岡
本
重
太
郎

竹
内
紋
太
氏
の
表
彰

毎
春
村
兵
事
主
任
た
り
し
竹
内
紋
太
氏

は
去
る
三
月
本
府
旺
盛
に
於
で
内
務
大

陸
及
陸
軍
大
臣
よ
り
彰
表
さ
れ
差
し
だ

経
常
部
「
韓
九
千
宙
四
十
八
回

臨
時
部
八
百
七
十
一
回
　
　
　
ノ

合
計
二
萬
十
九
回

で
あ
り
ま
し
て
農
家
纏
臍
の
不
現
の
折

節
特
に
負
鰭
の
均
衡
匪
賊
に
留
意
し
て

編
成
致
し
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

費
で
本
年
は
訓
練
銃
の
購
入
致
し
ま

せ
ん
の
で
百
二
十
五
回
、
隔
離
痛
食

費
の
看
護
婿
給
料
が
前
年
は
柚
嘗
患

者
が
多
き
薦
め
多
額
な
る
計
費
が
要

し
ま
し
た
が
本
年
は
少
き
見
込
で
五

十
四
回
、
需
用
費
及
諸
費
で
百
二
十

囲
う
警
備
費
の
濡
周
聾
及
修
繕
費
で

.
警
鐘
台
及
器
具
罷
壕
等
の
建
設
、
修

繕
が
了
し
㍉
ま
し
だ
の
で
百
七
回
、
嘩

暗
部
土
木
費
の
邁
路
費
及
海
水
堤
防

費
で
前
年
の
災
害
費
が
不
要
と
な
り

一
萬
三
千
七
百
九
十
五
回
、
警
備
費

で
木
津
川
琵
陳
に
建
設
せ
か
倉
壁
の

建
築
が
了
し
ま
し
た
の
で
九
十
五
回

松
井
開
墾
贅
で
野
菜
終
了
に
よ
b
二
二

千
三
十
三
回
等
で
ゐ
か
ま
す
。

歳
入
擾
算
に
お
き
ま
し
て
は

七
年
度
災
蓄
復
奮
榛
償
費
償
還
で
九

百
七
十
四
回
等
で
あ
り
ま
す
。

鍬
に
減
額
致
し
ま
し
た
、
も
の
に
就
い
て

申
上
げ
ま
す
と
l

役
場
襲
名
馨
職
費
用
瞬
優
で
百
回
、

需
用
費
で
二
十
回
、
修
繕
壁
で
百
十

回
、
土
木
費
治
水
捷
防
費
で
木
津
用

捨
水
禽
の
負
撥
が
本
局
と
な
っ
た
の

で
七
十
回
『
青
年
訓
練
所
費
の
備
品

村
税
に
お
さ
ま
ー
し
て
駒
年
度
、
よ
り
一

千
八
百
八
十
五
回
の
醇
擬
を
致
さ
な

け
れ
ば
鞍
出
の
充
常
に
不
足
を
生
ず

る
状
態
と
な
り
時
節
柄
甚
だ
遺
憾
と

存
l
じ
ま
す
が
昭
和
五
年
度
慮
塞
臓
谷

鍛
鵠
雑
器
雑
誌
擬

一
回
、
横
合
改
築
金
六
百
十
四
回
の

輯
庚
簿
己
む
を
得
ざ
る
計
費
の
篤
め

塔
税
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
〇

し
て
其
の
樹
種
の
内
種
目
別
に
塔
媛
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を
申
上
げ
ま
す
と
地
租
附
加
種
で
前
年

地
租
一
回
に
付
八
十
銭
の
賦
課
率
が
七

十
九
餞
に
引
下
げ
た
る
篤
め
四
十
六
回

特
斑
地
親
附
加
税
で
十
五
回
、
螢
菜
牧

欝
謹
轟
譲
譜
一
基
頼

塁
盤
離
雑
誌
粥
控
盤
歳
入
謙
里
鹿
部

釜
穣
附
加
碗
及
府
穣
螢
業
種
附
加
種
で
一
ら
れ
で
も
充
分
の
御
援
助
下
さ
ら
ん
豊
第
二
款

塁
審
需
諒
豊
難
路
※
位
相

れ
で
特
別
務
月
数
割
は
昨
年
に
比
較
し

戸
数
割
で
前
年
度
は
六
千
三
帝
国
の
と

大住村報

約
三
割
の
-
路
額
言
帝
っ
ね
の
竺
万
雷
㌻
射

畳
鰯
盤
に
罷
れ
彊
露
呈
諾

紅
が
篤
め
各
納
税
義
務
者
は
「
す
連
等
盲

難
需
需
塁
繕
晒
織
鑑
矧
治
緒
謂
勅
勘

し
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
○

第
四
項
∴
府
税
家
屋
韻
附
加
碗

第
五
項
　
府
税
営
業
椀
附
加
碗

ー
一
室
第
譜

一
一
一
芸
毒
.
害

重
責
主
腹
這

一
事
豆
第
五
欺讃

二
塁
、
き

き
、
昌

一
雲
、
○
○

ぎ
ー
、
〇
〇

一
発
、
g

歳
入
　
経
常
部

財
産
ヨ
リ
生
ヌ
ル
取
入

-
基
本
財
産
収
入
、

小
筆
校
基
本
財
産
収
入

小
撃
校
改
築
基
金
収
入

蚤
主
、
8

一
室
、
8

蓋
、
g
一
第
」
竣
工
甜
髄
膜

三
二
毒)

一
一
一
三

輩
謹
弼

第
一
項

第
二
項

筒
三
-
項

第
四
項

第
五
項

救
護
費
諦
助

小
畢
較
随
時
諮
助

府
補
助
金

爆
薬
病
壊
蛎
費
諦
助

青
年
訓
練
所
糞
補
助

統
計
費
諦
助

賞
葉
蘭
賀
畢
校
費
諦
蜘

救
護
費
輔
助

三
盆
、
8

富
、
8
美
、
8

/
第
)
煩
　
雑
給

第
二
噴
、
需
用
費

第
十
款
　
隔
離
病
舎
費

園
庭
繭
助
命

三
欺
∴
雑
収
入

第
一
項
　
灘
入

三
、
署
二
、
暑

第
四
款
第
一
項
寄
附
金
通
路
穆
鱗
費
指
産
寄
附

臨
時
部
討

議
入
合
計
蔵
薗
∴
経
常
部

第
二
項
　
給
料
/

第
三
項
　
難
治

第
四
項
　
需
用
費

第
三
款
∴
役
場
貧

窮
一
項
∴
報
酬

第
二
項
　
給
料

藷

土
木
費

/
道
路
橋
梁
費

治
水
軽
暖
費

椙
悪
水
路
費

溜
弛
費

小
撃
校
費
◆

第
二
項

第
三
項

給
料
難
治
-

需
用
費
.

修
経
費

黄
葉
諦
管
掌
校
費

雪
聖
二
、
霊

室
玉
、
8

給
料
雑
給
一

需
用
費

青
年
訓
練
所
費

第
二
項
　
校
舎
改
築
基
金
戻
金

第
二
欺
∴
公
債
貧

窮
】
項
　
元
金
償
還

三
一
三
、
8

曇
天
、
畠

ぐ
　
室
田
、
8

-
、
8
九
、
口

裏
-
ヾ
昌墾

雲
〇
、
8

三
〇
、
g

一
一
一
三
三
、
8

き
、
雪
空
g

救
助
費

救
助
費

聾
備
費

難
給
需
用
費

修
繕
費

基
本
財
産
造
成
費

躍
災
救
助
費
金
造
成
費

財
産
寅

管
理
費

諸
碗
及
負
指
-

諸
税
霞
据
雑
支
出

滞
納
塵
分
蔑

過
年
度
雑
支
出

諜
替
金

難
曲

第
四
項

第
五
項

給
料
難
治
需
用
費

諸
費
修
繕
費

喜

告

か

幸

二

管

　

　

嘗

　

∴

監

　

∴

⊥
}
　
†
-
、
一
・
・
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虚
窒
蔵
谷
川
水
路

菱
更
に
親
て
　
　
　
/

回
顧
す
れ
ば
昨
年
七
月
七
日
よ
り
“
降
り

績
け
至
豪
雨
は
璽
八
日
程
々
其
威
を
猛

し
覇
暁
よ
り
村
民
馨
っ
て
警
戒
防
禦
せ

し
も
不
幸
に
し
て
午
前
八
時
千
慮
に
欠

圏
家
屋
税
の
改
正

潰
し
願
い
で
古
川
に
、
崩
潰
し
民
意
を
壁
今
造
毎
年
家
屋
調
蛮
員
が
家
屋
賃
貸
債

大住相戦
度
の
不
安
に
垂
ら
し
め
た
韓
は
誠

臓
で
あ
り
ま
し
た
。
早
速
村
食
を

し
其
他
村
内
の
災
害
善
後
策
に
擁

護
致
し
ま
し
た
慶
が
会
議
賞
塞
つ

川
の
切
落
し
助
ち
天
井
川
を
小
字

よ
り
東
方
に
切
落
し
小
字
千
慮
よ

を
決
定
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
が
昭
和

年
よ
り
向
ふ
五
ケ
年
毎
に
調
壇
蚤
が

電
す
る
事
に
改
亜
さ
れ
だ
の
で
あ
り

家
屋
競
調
査
員
が
設
け
ら
れ
魂
の
各
項

に
該
営
す
る
家
を
村
長
か
ら
下
調
額
を

提
出
ぶ
れ
る
と
其
れ
に
よ
っ
て
調
査
決

定
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
切
ら
家
屋
の

賃
貸
憤
格
に
蕃
し
き
埼
残
を
生
じ
た
る

と
主
家
屋
の
周
選
を
襲
度
し
又
は
家
屋

の
増
築
改
築
若
く
は
取
段
ち
に
破
り
其

の
賃
貸
償
格
に

一
、
賃
貸
債
格
二
百
回
未
満
の
家
屋
に

あ
り
で
は
巽
の
憤
格
の
三
割
以
上
の

ノ
玲
残
の
生
じ
た
る
場
合

謹
輩
蕊
韓
謹
票
露
盤
薄
謹
撰

保
に
排
水
す
べ
き
工
苺
を
な
し
永
年
多

大
の
村
費
を
要
せ
し
輝
を
除
く
べ
く
決

議
し
た
の
で
あ
り
ま
す
っ

本
事
業
は
歴
代
の
村
営
局
な
り
有
志
者

に
十
ご
り
計
薄
幸
少
し
も
飼
分
水
別
問
題

は
一
札
の
み
に
で
は
出
凍
難
善
事
に
て

詫
寮
浮
薄
謙
撃
一
鯛
罷
藍
弼
鷺
露
盤

檎
鍼
に
薗
し
て
は
府
に
於
て
今
回
特
別

あ
り
て
は
巽
の
債
格
の
一
割
以
上
の

璃
蔵
前
生
じ
た
る
場
合

で

あ

り

ま

す

○

　

　

　

　

　

　

　

-

右
の
通
り
改
正
さ
れ
た
の
ー
で
あ
り
ま
す

か
ら
本
年
よ
り
決
定
さ
れ
た
る
一
期
間

に
於
で
以
上
の
各
項
に
該
常
や
ざ
る
範

囲
に
て
家
屋
に
小
異
動
が
め
つ
で
も
一

々
親
類
に
は
異
動
が
な
い
事
に
な
り
ま

した〇　　　　　、㊥
手
神
事
の
改
正

今
造
一
般
に
リ
ヤ
カ
ー
と
繕
す
る
も
の

に
手
輔
車
と
云
ふ
各
義
で
潔
擬
さ
れ
て

居
り
ま
し
だ
が
今
回
の
規
則
改
屯
に
緩

り
で
小
輩
と
改
名
さ
れ
課
穫
さ
れ
る
事

と
な
う
、
其
の
内
荷
台
の
雷
蔵
七
、
五

卒
寿
尺
(
縦
三
尺
横
二
尺
五
寸
)
以
下
の

も
の
は
免
碗
ざ
れ
る
革
に
な
り
ま
し
詑

下
灘
村
の
会
意
を
得
る
必
要
あ
り
天
井

川
と
な
り
し
も
由
来
知
る
龍
は
ざ
る
古

へ
よ
り
の
水
路
襲
更
な
れ
ば
経
大
の
難

華
で
あ
り
基
材
一
致
之
れ
に
営
る
べ
〈

一
大
決
心
を
な
し
臥
飾
達
成
に
邁
進
し

た
次
第
で
あ
う
ま
す
の
爾
後
約
十
ケ
月

の
星
霜
を
経
た
五
月
迄
往
年
久
保
樋
門

改
築
に
よ
り
水
利
問
題
を
残
し
て
居
る

停
智
郷
村
は
襲
更
不
賛
戒
を
稀
へ
居
り

し
か
稜
々
秀
雄
の
上
藤
澤
村
長
の
.
隣
保

的
好
意
に
よ
り
漸
く
了
解
を
得
る
の
運

び
に
霊
も
こ
ま
し
た
掌
は
村
と
し
て
喜
び

に
堰
へ
な
い
吹
第
、
之
れ
一
重
に
村
民

各
位
の
御
援
助
と
有
力
宕
諸
氏
の
錮
指

導
の
賜
と
厚
く
感
謝
す
る
吹
第
で
あ
り

ま
す
○

闇
稀
八
年
度

諾
、
税
賦
課
率

府
挽
地
租
附
加
穣

地
租
一
回
三
付
九
十
五
餞
八
度

府
碗
特
別
塊
税

田
畑
賃
貸
債
格
一
間
二
倍
三
関
玉
座
七
重

螢
業
牧
盆
椀
附
加
硯
/

本
親
一
団
二
付
六
十
六
関
西
塵

肺
得
穣
附
加
競
　
　
-

本
税
(
圃
二
伸
三
十
四
銭
三
度

府
穣
家
屋
穣
∴

家
屋
賃
貸
憤
雄
一
国

府
撥
螢
荒
穣

物
品
賑
聾
業

製
造
業

擬
人
宿
業

周
旋
業

、
仲
立
業
純
盆
金
百
回
二
伸
二

商
務
雑
種
競
∵

ニ
付
二
餞
入
庫
六
寄

金
銭
貸
付
業

鶉
負
業

料
理
店
業

理
髪
業

物
品
貸
付
業

図
二
十
餞

荷
車

(
イ
)
午
馬
車

二
輪
車
　
寧
銃
丁
重
圃

四
輪
車
　
軍
規
　
七
回
・

(
ロ
)
大
串
(
荷
台
の
面
積
一
、
六
六
平
方
米
以
上

の
も
の
)

■
　
年
穣
　
二
回
五
十
餞

(
こ
小
事
(
荷
台
の
面
積
二
六
六
卒
万
来
未
満

の
も
の
)
　
　
し

甲
小
事
　
へ
荷
台
の
長
さ
一
、
五
二
米
以
上
)

年
税
一
回
二
十
銭

乙
小
輩
　
(
荷
台
の
長
さ
一
、
五
二
光
以
下
)

年
穣
　
七
七
銭
　
/

へ
、
三
日
輔
車

二
輪
車
　
寧
稔
　
二
四
十
餞

三
輪
串
　
軍
規
　
三
回
三
十
銭

(
ホ
)
犬
猿
犬
一
頭
軍
規
∴
三
園
四
十
餞

其
ノ
他
ノ
大
牢
碗
一
間
六
十
餞
I

(
へ
)
漁
業
∴
軍
規
　
八
十
鍵

(
ト
)
電
桂

駿
塔
一
基
　
年
貌
　
二
園
丁
銭

圏
村
　
硯

材
穣
地
租
附
加
擬

地
租
観
閲
二
村
七
十
九
餞

特
別
地
穣
隅
加
擬

田
畑
賃
貸
仮
構
二
回
二
伸
三
関

螢
業
牧
爺
穣
附
加
擬
　
〇

本
穣
一
固
ま
付
七
十
三
鍵
光
廣
二
毛

府
税
家
屋
擬
附
加
離

.
容
貌
一
回
二
伸
・
力
十
餞

府
碗
螢
菜
撹
附
加
穣
∴

本
碗
一
回
二
位
六
十
餞

雑
種
競
附
加
碗
∴
つ

(
イ
)
電
柱
規
本
碗
】
圃
-
一
倍
二
回

へ
ヘ
ロ
、
し
不
動
産
収
得
続
本
碗
一
瞬
二
伸
一
団

(
二
其
の
他
　
本
既
〕
圃
二
位
五
十
銭

特
別
碗
序
数
割

】
戸
嘗
り
平
均
十
八
回
九
十
餞
二
厘
)
-
毒

農
官
費
地
租
割
地
租
一
回
一
一
付
三
十
四
餞

会
員
制
一
人
-
一
位
二
十
餞



(4)
ト　撥l五十第

日三月六年八和昭、

の

如
寄港圃永し
賞三雄蔵一

本
村
小
畢
枝
は
前
身
進
藤
尋
常
小
聾
梗
蚕
有
憩
物
の
幕
命
は
普
通
一
千
年
と
親
言
分
二
.
糎
詣
入
れ
∵
填
牒
漣
方
法
肇

聾
横
々
禽
一
都
改
築
塵
競
て

糧
謹
撰
繋
覇
欝
≒
董
態
及
欝
侯
鉦
生
党

囲偉材報
様
下
命
あ
り
、
営
時
の
村
営
局
藷
は
非
才
得
ず
櫨
落
せ
ざ
る
を
得
か
い
の
、
で
、
可
小
聾
敬
に
於
て
執
行
せ
ら
れ
し
か
受
せ
る
堵
左
暑
苫

務
l
謀
よ
り
現
在
の
轡
校
舎
の
改
築
す
る
廣
い
篤
め
多
数
で
あ
る
幼
年
級
を
止
せ
　
本
年
度
徴
兵
瞼
壇
は
五
月
九
日
田
遵
奉
隼
四
月
一
日
第
一
囲
毘
兵
役
に
轄
入

室
が
英
で
あ
う
ま
す
。
大
塩
八
年
麻
里
ま
す
の
は
薪
教
室
は
狭
く
、
馨
教
室
迫
　
金
徴
兵
瞼
査

繰
入
の
各
種
積
庚
を
な
す
篤
め
蓄
蔵
は

中
止
に
至
つ
で
居
た
の
で
あ
り
ま
す
が

諾
置
盤
欝
綾
醇
弊
欝
鵠
藷
読
書
十
九
名
に
し
て
巽
牒

貸
付
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
腫
れ

を
借
入
れ
資
金
に
充
て
、
多
年
の
宿
望

清
遊
志
水
富
野
花
線
も
昭
和
八
年
度
に

完
成
を
告
げ
基
金
借
入
れ
積
庚
も
本
年

度
に
於
で
完
輝
し
得
る
の
で
あ
り
ま
す

申
　
・
種

持
上
　
和
男

前
川
九
一
鄭

森
川
　
満
治

第
一
乙
種
　
i

磐
内
∴
繁
治

安
倉
　
重
三

北
川
/
貞
三

第
二
乙
種
.

堀
口
　
寅
雄

-
樺
井
　
正
次

岡
本
　
元
次

丙
∴
∴
踵

吉
本
　
亜
冶

丁
　
　
種

A
簡
閲
輔
呼

増
山
庄
太
郎

伊
藤
　
瀧
殿

岩
村
輿
三
郎

二
瓶
田
　
審
三

森
　
美
喜
臓

橋
本
　
正
治

西
川
　
蕾
一
・

¥

本
年
度
の
簡
閲
醗
酵
該
嘗
年
攻
は
左

堀
口
　
康
夫

抽
出
新
太
郎

氏
名
左岡
本
育
岡
前
川
近
本
奥
田

審
議
譲
藷
整
兵
役
満
了

小
山
要
太
郎

小
田
未
吹
邸

仲
井
憲
太
郎

古
株
喜
季
秋

岡
本
四
駆
戯

木
村
友
三
郎

西
村
　
幸
司

∴
杉
本
要
太
郎

本
林
菊
欺
郎

金
団
　
賢
集

駒
種
標
語

昨
年
九
月
伏
見
硯
務
馨
圭
鰹
に
て
小

牽
砲
畳
に
納
碗
標
語
の
募
集
あ
り
本
村

小
聾
生
徒
も
多
数
應
募
せ
ら
れ
ま
し
た

が
秋
の
標
語
が
入
賞
し
ま
し
た
。
　
1
〆

一
聾
賞
税
金
を
締
め
て
噂
の
葵
ひ
顔

二
一
等
賞
攫
い
税
l
こ
も
重
い
義
務
　
へ

細
説
摘
記
国
費
の
第
町
歩

下
士
官
、
大
正
十
一
、
十
三
、
十
五

招
和
三
、
五
年
十
二
月
入
鐙
の
者

大
正
十
二
、
十
四
、
昭
和
二
、
四
、

I
六
年
二
月
若
く
は
四
月
入
馨
の
諸

三
、
線
後
備
練
兵
、
既
教
育
爾
充
兵
(

在
螢
三
ケ
月
未
満
の
も
の
を
除
く
)

大
正
十
二
十
三
、
十
五
、
、
-
昭
和
三

五
年
徴
集
の
者

四
、
既
教
育
補
充
兵
　
在
隊
三
ケ
月
兼

満
)
及
泰
教
育
補
充
兵

大
正
十
五
、
昭
和
四
。
七
年
徴
集
の
着

金
後
備
役
満
了
着
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全会全会全会全会全会金管
選

三三三四四四四四四五五五

圭光正十二空三韮琵
葉栗票葉栗葉栗栗葉栗禁裏

繋嫡餐醍
離縁、柚一
縁組巳生績爛類
五六一一三件
二九二七一九薮
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爽二二」六七轍

嶋

　

ふ

▲

)

1

　

　

　

　

′

　

.

●

-

▼

¥

二
・
・
一

大住相戦

圏
点
胤
需
雅
一

′
就
任
の
　
締

大
使
校
長
　
商
　
会
雑

音
し
只
今
私
に
本
村
小
単
板
教
育
の

理
想
方
、
針
は
如
何
と
お
尋
ね
せ
ら
れ
か

な
ら
ば
、
教
育
勅
語
の
御
騎
融
を
奉
戴

し
小
壁
使
命
に
定
/
・
め
ら
れ
た
る
要
旨
に

塞
い
て
お
符
致
し
ま
す
。
更
に
其
徹
底

左
に
在
籍
免
責
と
鰭
任
着
発
を
掲
げ
ま

し
て
、
御
援
助
と
御
利
用
を
希
ひ
ま
す

再
出
濃
的
ゆ
塘
憎
昨
晩
再
博
一
-
清
適
吊
壊
乱
憺
任
制
を
根
本
と
致
し
て
居

児
童
の
個
牲
特
矢
を
解
せ
ぬ
私
に
は
婁

営
健
を
失
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
ま
青
ノ
○

の
方
途
施
設
を
と
申
さ
れ
る
な
ら
ば
、

現
代
国
家
の
要
求
と
郷
土
に
即
し
た
る

教
育
を
施
し
た
い
と
申
上
げ
て
具
体
的

事
項
に
親
で
は
今
暫
く
差
肇
へ
広
い
の

で
あ
な
ま
す
。

(
備
考
)

す
が
、
こ
の
見
勉
に
あ
っ
て
、
教
育
の

有
効
を
璧
む
に
は
村
営
局
と
畢
校
、
父

兄
村
民
各
位
と
畢
梗
親
密
に
し
て
、
お
亙

ひ
に
理
解
す
る
こ
と
、
軸
も
精
細
的
接

繊
連
絡
を
固
る
こ
と
が
最
重
要
と
信
じ
一
以
上
所
見
の
一
短
を
申
述
べ
て
乍
失
彊
す
改
築
前
の
建
物
の
債
格
を
軽
曝
し
た

賦
群
議
遠
桝
就
翌
ら
慈
認
端
畿
輩
鵠

♭
ま
す
が
、
各
教
師
の
特
徴
溌
韓
と

教
科
研
究
の
一
助
ど
し
て
寧
科
騒
任

制
七
加
味
し
筆
耕
の
受
持
を
交
代
し

て
居
る
時
間
も
桶
営
あ
り
ま
す
。

、
勅
畢
着
∴
、
∴
∴
,
予

謀
議
遽
競
講
師
麓
-
部
本

森
村
千
加
　
京
都
南
等
手
襲
撃
櫻
昭

和
五
車
卒
業
、
前
任
三
山
木
授
章
的

村
出
身

轟
.
金
雄
　
奈
良
師
範
-
部
大
童
二

年
卒
業
、
本
府
内
十
二
年
就
職
、
覇

任
大
河
原
枚
、
相
紫
郎
高
山
相
接
身

谷
間
文
彦
　
本
府
師
範
一
部
本
年
卒

葦
一
韓
骨
雷
名

言
一
三

安
倉
　
粂
男

北
尾
、
㌧
・
、
雪

山
同
　
車
天

田
遽
　
豊
秋

青
川
　
/
季
雄

場
に
放
て
本
村
曾
議
員
の
遼
寧
を
執
行

内
苑
に
共
催
の
失
格
人
名
に
i
し
て
倍
撥

や
し
が
名
簿
登
録
人
数
五
百
七
十
四
省
一
　
　
　
人
　
　
事

御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

る
償
格
に
賦
課
す
る
も
の
で
、
一
其
の
賦

吹
点

三
悪
、
堀
口
,
義
男

西
村
三
富
濁

轟
謙
譲
髄
盤
謹
擢
灘
轟
隷
託

松
井
匪
長
　
前
川
信
太
郎

杏
に
就
職

不
動
霞
収
得
税
に
裁
て

不
動
産
の
賠
償
は
登
謡
し
た
る
も
の

戸
籍
の
取
扱
件
数

(
昭
和
七
年
中
)



日三月六年八和昭　　　　報-

大挙筍篇梅桃類
根

欝

みろ週築其喉
ぎにれを

ま　く

りつ

ヽ
-
"
ソ

6
齢
〇
日
〇第十

一
五擬

農
産
物
其
他
調
査
に
灘
で
は
本
村
産
業

統
計
調
査
員
諸
氏
が
周
密
な
る
献
身
的

努
力
に
依
っ
て
調
査
さ
れ
ま
し
て
其
の

昭
利
七
年
度

露
盤
叶

ト
ン
し

種
　
　
類

緒
物
質
浬
料

動
物
轡
肥
料

銭
物
質
肥
料

官
給
肥
料

寸
か
ら
左
の
巽
の
滑
壁
品
を
表
し
ま
す
霜
等
裔
病
澄
生
を
見
て
初
め
l
て
如
何
に

束位相

ぼ
左
の
如
く
で
あ
り
ま
す

晶
穏
　
　
　
収
穫
高

七
二
葵
石

一
、
三
四
有

責
四
賀

田
臭
賞

三
、
台
e
賀

茜
、
こ
き
寅

吉
宝
石

蓋
、
こ
き
覚

苔
、
ニ
聖
賢

葵
、
害
0
賞

一
書
、
霊
e
賞

金
額

二
釜
、
普
ハ
四

人
、
監
七

二
入
電

臥
ふ
室
田
に
膚
㌣
御
希
豊
の
方
は
本
月
十
五
旦
許
直
弾
締
高
暁
十
冶
空
電
接
憎
の
旦
∴
珪
郵
ノ
ま
吉
手
車
劃
排
卵
剛

ー
了
星
団
米
作
増
収
品
評
倉
に
裁
て
信
二
謹
羅
羅
露
盤
清
明
八
軌

荒蕎蒸

倉
は
去
る
四
里
i
千
九
旦
三
、

恒
例
に
ょ
方
大
住
相
磯
繋

遷
し
生
産
不
振
の
篤
め
本
村
に
於
て
も

之
れ
が
救
溝
に
腐
心
諮
寵
し
っ
ゝ
あ
り

た
る
に
、
時
偶
々
国
家
を
塞
げ
て
時
局

匡
救
燵
村
救
満
の
目
的
を
持
っ
て
土
木

野
菜
に
劃
し
補
助
金
を
交
付
さ
る
)
、
事

と
な
r
ソ
た
る
に
依
り
種
々
請
願
轟
カ
せ

る
結
泉
左
説
の
通
り
補
助
金
を
得
、
叉

は
圃
簿
の
も
の
は
村
民
就
驚
し
夫
れ
夫

れ
瞳
掻
間
接
英
の
思
惑
に
搭
し
た
る
は

現
下
の
農
村
と
し
て
経
済
上
樹
に
同
慶

の
至
り
な
れ
ノ
、
壷
に
工
尋
稽
聞
及
費
用

の
騒
算
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
¥

二
木
津
川
改
修
工
肇
大
住
歯
間

「
　
　
四
、
五
〇
C
圃
(
国
縫
)

二
、
愚
母
臓
谷
龍
玉
谷
及
吸
周
囲
螢
砂

防
工
事
　
一
、
八
〇
〇
回
(
圃
螢
)

府
邁
八
幡
田
遽
線
突
角
勢
防
工
軍

天
長
の
僅
節
を
卜
し
管
掌
四、

欝
肇
瀧
鶴
輩
轟
講
稔
輩
。
年

や
か
に
幸
多
く
復
だ
衆
る
時
を
欒
し

な
か
ら
各
々
家
路
に
つ
い
た
。

(
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
く
く
ノ
i

農
村
匿
救
事
業

近
時
農
村
の
渡
弊
圃
範
は
其
の
極
に

哨
喋
聴
講
-
村
総
譜
輩
誇
壁
∴
納
税
標
語

藷
を
怒
れ
セ
打
興
じ
、
牛
後
六
時

驚
溌
懸
灘
一
入
譜
-
攣
姉
。
詑
謂
以
下
開

四
〇
〇
園

一
二
野
部
落
溜
池
新
設
工
寧
∴

五
五
、
回

松
井
里
ケ
市
直
曲
線
邁
路
改
修
工

三
〇
〇
圃

、
貧
し
い
中
に
も
努
力
の
納
税

、
納
穣
乱
桂
ど
よ
ー
み
に
し
ろ
し
つ
け

、
我
等
の
重
職
は
我
等
の
締
擬
よ
り

、
園
の
鶴
ご
恩
へ
ぼ
安
し
輪
の
金
【

、
卒
時
の
愛
国
納
擬
よ
り
ー


